
第１学年２組 図画工作科学習指導案 

日 時  平成30年７月27日（金）8:40～9:25 

場 所  図工室   指導者  中野 和幸 

本授業のキーワード  材料の種類と量 場の工夫 言葉かけ 幼小連携の視点  

 

１ 題材名     木々とあそぼう（造形遊び） 

２ 題材の構想 

(1) 題材について 

本題材は，線材としての木の枝や細長い木，面として平たく切った木，量感を感じる木の幹や丸太な

どを材料に，自分の感覚や気持ちを生かしながら，思い付いた活動を楽しむ造形遊びである。長さや太

さの違う線材としての木々を大量に用意し，並べる，つなげるなどの活動を十分に味わえるようにする。

平たく切った木や木の幹，丸太も用意することで，材料の形や太さ，手触り，量感の違いから，活動を

思い付くことができる。自分なりの感じ方で材料を選んだり，並べ方やつなぎ方を工夫したりしながら，

思い付いた活動を楽しみ，イメージを広げることができるであろう。また，進んで関わりながら木々と

一体となるなど，体全体の感覚を働かせながら木々の世界に入り込んで活動を展開する楽しさを味わわ

せたい。材料，友達，場の雰囲気などと一体になり生き生きと活動し続けることで，児童はつくりだす

喜びを味わい，このようにして身に付けた力は，今後の造形活動の重要な基礎となるであろう。 

 (2) 児童について 

 本学級の児童は，材料の形や色などから自分のイメージをもって造形活動を行うことができる。「ペ

ットボトルキャップで遊ぼう」では，キャップを積み上げたり並べたりしながら，思い思いの活動を行

った。活動終盤には，並んだキャップを迷路に見立てて，個人や友達で活動してできた形をつなぎ，学

級全体でつながり一つの形となったことに，満足感や達成感を得ることができた。このように，自分が

思い付いたイメージをのびのびと表したり，友達と一緒に活動を楽しんだりすることができている。本

題材で用いる木々は自然の材料で，就学前に触れたり遊んだりした経験がある。しかし，これらを大量

に用いて思い付いた活動を行うのは初めてであり，形や色が同じではない材料に，始めは戸惑いが見ら

れる可能性がある。 

(3) 指導について 

 そこで，始めは材料を絞り，線材としての木の枝や細長い木を中心に活動ができるようにする。図工

室中央に山積みにした木の枝や細長い木をブルーシートで隠し，興味をもつように演出して，木々と出

合わせる。その後は，自分の感覚や気持ちを生かしながら思い思いに造形遊びをすることができるよう

に，教師は児童の活動を見守り，気持ちを汲み取りながら称賛したり励ましたりして，児童の造形活動

への意欲を高める。そして，木々の特徴から思い付いた造形活動に向かうように，材料がたくさんある

ことを示唆したり新たな提案をしたりする。その際，指示的になり過ぎて児童の発想を狭めないように，

児童の造形活動に寄り添った言葉かけや，活動が自然と広がるように，児童同士をつなぐ言葉かけを行

う。場の設定では，木々から思い付いた活動が展開できるように机や椅子を片付け，広い空間にしてお

く。また，平たく切った木や木の幹，丸太など木々を，児童が気づいて活動に用いることができるよう

に，活動場所に準備しておく。終末では，活動を楽しんで振り返ることができるように，木々が広がっ

た図工室内の様子を見るとともに，児童のつぶやきから活動のよさや楽しさ，工夫についての発言を拾

い上げて称賛し，価値付けを行うことで，満足感や達成感を高めたい。 

３ 題材の目標 

  木の枝や細長い木などを，自分の感覚や気持ちを生かしながら，思い付いた造形活動を楽しむことがで

きるようにする。 

 



４ 題材の評価規準 

 ア 自分の感覚や気持ちを生かしながら，木々の並べ方やつなぎ方を工夫してつくっている。                    【知識及び技能】 

イ 木々の特徴や手触りなどから造形的な活動を思い付いたり，自分の感覚や気持ちを生かした活動を考えたりしている。【思考力・判断力・表現力等】 

ウ 木の枝や細長い木，平たく切った木，幹，丸太を使って，思い付いた造形活動に楽しんで取り組もうとしている。  【学びに向かう力・人間性等】 

５ 本時の展開（１／１時間）                      …教師の提案      …児童の意識や活動     …主な言葉かけ 
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1-(1) 材料への興味や
活動への意欲を高め
られるように，材料を
隠すなど出合いを演
出する。 

1-(2) 木々を扱う際，安
全に十分気を付ける
よう確認する。 

2-(1) 思い付いた活動が展開できるように，広い空間で行う。また，線材としての木々を並べたりつないだ
りする活動を十分楽しむことができるよう，始めに大量の細長い木や枝と出合わせる。 

2-(2) 並べる，折る，積みあげる，重ねる，つなげるなどをしながら，楽しく活動することができるように，
イメージや活動の方向を尋ね，活動や思いに共感したり称賛したりする言葉かけを行う。 

2-(3) 活動が停滞している児童には，いろいろな木や枝に一緒に触れたり，友達の活動を一緒に見てまわっ
たりしながら，活動を促す言葉かけを行う。 

2-(4) 木の幹や太い丸太などを用意し，線的な材料だけでなく，面的，量的な材料も生かした活動ができる
ようにするとともに，木々の特徴や感じなどを基にした活動や発言を価値付ける。 

３ 広がった木々を
見ながら活動の価
値付けを行うとと
もに，進んで木々に
関わり，活動を楽し
んだ姿を認め，満足
感や達成感を高め
る。 

楽しかったことや見付
けたことは何かな。 

木って少しざら
ざらして，あっ
たかいよ。 

 

何が隠れて，待ってい
るんだろうね。 

いろいろな木を使って
いて，面白いね。 

大きな木があるぞ。
あれも使うと，面白
そうだな。 

どんな材料か

な，楽しみだ
な。 

あっちに運ぼう。
ねえ，運ぶの手伝
って。 

 

触ったら折れた
よ。短くなっても
使えそうだな。 

同じ長さでならべ
てみたよ。 

木と木をつなげて
並べたら，道みた
いになったよ。 

上に積み重ね

ることもでき
そうだな。 

重ねたら鳥の巣 

みたいになった
よ。 

木を大きい順に並

べてみたら，面白く
なったよ。 

 

ここに線路を通

そうよ。駅もつく
りたいな。 

 

もっといろんな木をも

ってこよう。 
細い枝や木があ
るぞ。向こうにも
っていこう。 

この木の形が面白

いな。ここに使お
う。 

 

太い木を体にして，

細い木を手や足に
して…。 

虫みたいでしょ。 

積んだら高くなったよ。
もっと高くしよう。 

ここは行き止
まりだよ 

木の枝で絵がかけそ

う。家みたいな形がで
きたぞ。 

いっぱい遊んだ
ぞ。ああ， 

楽しかった！ 

この大きな木を中心に，
つなげてみよう。 

タワーみたいだ。

町になりそうだ
ね。 

 

こっちに置いた方が
いいんじゃない。 

広がっていくよ。 

うんうん。それから 

どうなるのかな。 

平たい木の上に，
木をのせて，また
枝をのせてみよ

う。 

 
迷路になったよ。スタート

から行ってみよう。 

木って面白いな。 

なかよくなったよ。 

 

長さや太さ
が違うとい
ろんな形が
できるな。 

木でいっぱいになって，楽

しくなってきたよ。 

 

たくさんつなげ

て，友達のところ
にいこう。 

 

友達とつなげて，迷路みたい
にしてみよう。 

 

木の山がなくなっち

ゃった。いろんなこ
とができたよ。 

 

考えながら並べたり

つないだりして，いろ
いろつくれたよ。 

太い木から積ん

でいこうよ。 

 

木をたくさん使って，
町ができたよ。電車も
車もあるよ。 

面白いことを思い付いているね。 

いろいろな木でどんどんやってみよう。 

いっぱいの
木だ！面白
そう！ 

鉄砲みたい。 

バンバン！ 

こっちはへび 

みたい。 

 

面白そうだな。一緒に

してもいい？もっと木
をもってくるね。 

 

並べたけど…次は 

何をしようかな。 

たくさんの木や枝で， 

どんなことができるかな。 

この丸太は電車
だよ。みんな，乗
っていいよ。 

木の世界に 

入ったみたい。 

みんな何をし

ているかな。 

他に木はないかな 

あ，あれ使えそう。 

素敵なこと
を思い付い

ているね。 
いろんな木で楽
しいことがいっ
ぱいできたね。 

たくさん木があるから，い

ろいろやってみよう。 

  



 


